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ガスタービン用Ni-Crて0系(20-15-15%)耐熱鋼の諸性質に

およぽすNb′V′TiおよびN2の影響

小柴定雄* 九重常男串*

EffectsofNb,V,Ti,andN20nthePropertiesofNi-Cr-CoSystem

(20-15-15%)HeatResistingSteelforGasTurbine

内 容 梗 概

兜にNi-Cr系耐熱鋼の諸性質におよばすNb,V,Tiお丈びN2J〕影響に一)Ll--こ報告し/たが今回は
朗微緒組織,高温捌銅勺性質,耐酸化性およ

NトCトCo系(20-15-15%)耐熱鋼の鍛造性,時効確度,

びクリープ限におよぼすNb,Ⅴ,TiおょびN2√)影野二ついて実験を行いつぎの
果をえた｡すなわ

ら鍛造性にはNbが最も良くN2が悪いっ時効硬度にはN2が最も影響して高くNbか最も低い｡顕

微鐸組織はかなり大きなオーステナイト結晶粒中に炭化即)点在する組織-FあるがNbを含有すれば

ォーステナイト綜晶掛ま著しく小さくなる｡高温杭張力にはN2が最も良く,凧軋衝撃借にはNb

が良くN2が概ね悪い影響をあたえる｡耐酸化性に=二Nb;い最も良くⅤが最も悪いっクリープ限に

は各元素とも悪影響をおよば-す~がNbが最も悪い⊃

〔Ⅰ〕緒 言

先にNi-Cr系(20-15%)耐熱鋼におよばすNb,Ti,

Ⅴゴ;よびN2の影響について報告(】)したが,今回はCo

を含むNトCr-Co系(20-15-15%)耐熱鋼におよぼす

Nb,Ti,ⅤおよびN2の影響について実験を行った口

耐熱鋼に.し封削鼻度ならびに耐熱性を附与するために:ユ

Coがぜひ必要である｡使用温度800こC以上の高温:二お

いて｢土Co45%を含むS816などが広∵用いられているっ

か上･うに多量のCoを用いることは■高温強度を丹1人せし

めろ反面,鍛造性が著しく悪くなり,Co50%以-Lニヒな

れば鍛造〇.-Lまとんご不1･j~能となる｡また資源の叶用ぃニ上

りきわこ告ご1高仙土なり,多量の使用は避けなけれ:~どな三:-)

ない｡かよ-て)な意味において現在Co基耐熱鋼忙して

NJ55(Ni,Cr,Co20%)系統が最も広く使用され｣ご1J､

る｡~普者ら｢工さらにCoを節減すべく特殊元素の㍊響こ

つ1.､-･ご`_朋夷を行った｡

〔ⅠⅠ〕試料の溶製およびイ･ヒ学成分

一棋耗に便¶した使料は50kg細鞘皮誘き窪電気炉にて,

金属ニッケル,金属コバルト,フェロクロム,フェロモ

リブデン,フェロタングステンおよび純鉄を瓜材料三L,

㈲J11元素上してフェロニオピコ⊥･-ム,フェロバナヂュト

ム,フェロチタンおよび窒化フェロクロムをそれぞれ別

箇に所定量加え50kg鋼塊および30×30×300mmの

鍛造試験用インゴットを吹製した｡試料の化学成分を

弟l表(次貢参照)に示す｡

*
日立 作所安来工場 工博

**

日立製作所安来工場

〔ⅠIl〕実 験 結 果

(り 鍛 造 性

鍛造試験伴鋼塊を25mm裾二切削し,厚さ20mmに

切断して900～1,2000Cここみ1腑冊粧摘透量25kgの

銅製 を.1iさ1mより落下せしめ■高さの減少率を拙走L

1･7こ｡二の拙罷を第1図(次賃劃粧ニホす｡図に示すごと

,､こ各試料土も試験温度の1鉦こ=なるにしたがって,高さの

減少舶t次掛二大きくなる｡しかしてこの傾向はA,B,

Dが一拝し∴CおよびE∴三きわめて少ないっまた各温

度を通じ Bが最も鍛造による丁･〕iごの減少率大きく,つ

いでA,D,C,EJ:)順二なる｡したがって鍛造性はこ

｡r)晰二敷こなる｡以上の墨験紺≠･一丈り適当な鍛造温度を

ナー祝する∴各試御上も鍛造温度1,200JCでは酸化∴は

こエたし′こ,したがって鍛造温度指1,050-1,1500Cが適

当と思､考する｡

(2)溶体化処理温度と硬度との関係

上記鍛造湿度∴て50kg鋼塊を15mm角に鍛伸し,

これを厚.さ15mmに明断して試料とした｡溶休化処理

温度を1,000～1,訪OCCニ変え,各渦軌ニ30分保持復

水冷し硬度を測定した｡この宗一i㌧兄を第2図(次項参照)に

にしたがつホす｡担1のご土･二各試料とも沼附ヒ処理温度

しフ〕かこなるて硬度は低くなる｡しかしてこの傾向はD

が最も著しい｡溶休化処蛸足虹1,100CC以上ではEが

ji一之も高いモ圃要をホす｡

(3)時効温度と硬度との関係

試柑エ15×15×15mm･上し1･100～1,250CCに溶体

化処理履行って位400-950⊂C∴二それぞれ1時間時効し

て稚度を測たした｡この結果を貰3図～第`図(次頁参
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第5図 時効温度と硬度との関係(1,2000C水冷)

Fig･5･RelationbetweenAgingTemperature

andHardness(1,200OCWaterCooling)
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第6図 時効温度と硬度との関係(1,2500C7Iく冷)

Fig.6.Relation betweenAgingTemperature

and Hardness(1,2500C Water Cooling)

照)に示す｡弟3図に示すごとく1,100こ'C水玲の場合A

は時効温度4000Cより6000C~吏で温度の高くなるにし

たがって硬度はしだいに高くなり,6500Cで一且低くな

り 700qCで再び硬度は高くなり最高硬度を示す｡Bは

時効温度5000Cまで硬度は高くなり,ついで6000Cま

では道に硬度は低下し,7000Cで再び硬度･:ま高くなり最

高硬度を示す｡Cは6000Cおよび7000Cに二つの極

大を示す｡しかして6000Cの場合の硬度が700GCの場

合より市い｡DはAとほゞ同様の傾向をホすが,7500C

で最√寺硬乾を示す｡Eは600DCまで硬度に大差な∴,

650つCでやゝ硬度は低くなり,7000Cで路用阻度を示

す｡しかして各時効温度を通じ E が最もi甘〉･硬度を示

す｡1,150DC水冷の場合は第4図こ示すごとく各試料と

も時効温度700ウCより急激に硬度は鉦′:なり7500Cで

最高硬度提示す｡しかしてこの硬度は E が最も高くつ

いてA,D,Bの順土なり,Cが最も低い仰を示す｡

1,200ロC7虹令の場合ほ第5図のごとく1,1500Cノk冷の

場合と同様時効温度700ロC より急激に硬度くま高くなり

750〇Cで最高硬度を示す｡■ しかしてえられる硬度は E

が品も手t;iく,ついでA,C,Dとなり B が最ヰ低い硬

度を示す｡

1,2500C水冷の場合は各試料とも 700CC より著しく

硬度は古くなりA,B,CおよびDの各試牛=ま8000C

で最高硬度を示し,Eは7500Cで最l輔阻鹿を示す｡し

かしてえられる硬度ほAが最も高くついでE,C,D,B

の順となろっ以上より溶体化処理温度が一高しなろにし･た

第8図

試料Eの顕微鏡組織

(1,2000C水冷,7500C

時効) ×400

Fig.8.

Microstructure of

SpecimenE(1,200ごC
Water Cooling,750

CC Aging) ×400

第7図

試料Bの顕微鏡組織

(1,2000C水冷,7500C

時効) ×400

Fig.7.

Microstructure of

SpecimenB(1,2000C
Water Cooling,750

CC Aging) ×400

がって各試料とも析出硬化は著しく,叉えられる硬度も

高くなる｡

(4)顕微蕗組織

Ni【CトCo(20-15-15%)系耐熱鋼はオーステナイト系

である｡したがって特殊元素を本実験範囲に加えてもオ

ーステナイト組織を示すがMo,WおよびⅤは高温強

度の向上に役立ち,TiおよびNbは炭化クロムの析出

による柁間腐蝕を防ぐ作用をする元素である｡糾織上に

おいてはB試料を除いてはすべてオーステナイト結晶

粒申に炭化物の点在する糾織である｡Bのみやゝ異りオ

ーステナイト結晶柁がきわめて小さく,また粒界も判然

としないがきわめてノトさくNbは粒問腐蝕を防ぐ上にき

わめて有効と思われる｡帯7囲および第8図に B およ

びE試料の顕微鎧組織を示す｡なお各試料はあらかじ

め1,200UC に溶休化処理し,750〇Cに1暗闇時効を行

った｡

(5)高温機械的性質

各試料とも1,2000Cに潜休化処理し7500Cに1時

間時効してのち,平行部7mm丸の高温抗髄試験片を製

作し,50tアムスラー万能引狼試験機にて 500～9000C

の温度における機械的性質を測定した｡この結果を弟9

～】2図(次項参照)に示す∴高温抗張力は第9図に示すご

と十各試料とも試験温度の高くなるにしたがって抗張力

はLだいに小さくなる｡しかして各温度を通じ E が最

も高い値を示す｡ついでA,Bの恨となるが,両者間に

は大差ない｡Cは試験温度700CCまで抗張力はほとん

ど変化ないが,7500Cよりやゝ急激に小さくなる｡D

は各温度を通じおおむね最低の値を示す｡伸は第】0図

(次貢参照)に示すごとく Aほ7500C まで温度の高く
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試 買余

目 立

戯ク

験温度 と 抗張力 と の関係

Fig.9.RelationbetweenTestingTemper-

ature and Tensile Strength

J紺

言式瞼 慮 (℃)

第10図

Fig.10.

ature

試 験 温 度 と 伸 と の 関 係

Relation between TestingTemper-

and Elongation

なる二二LたがってLだいこ小~ご`二なり,800■~Cより逆こ

温!要の-ミ■ごi･こたるこしたが一〕て大きくなる｡B,C,DJ;よ

びEけ試験温度800リCまで湿度の高くなる:二Lたがつ

て伸二丈Lだ1∴二小さくなり,850つCより逆二二温度の1l■ヱトこ

なろこLたがって大きくなィ1､LかしてCが各温度を通

じオiま;むね最小の†li'〔をホす､絞｢主講11図に示すご±く伸

のj易,′γ±:壬ゞ同様の傾向をホすが,EがおおむねJl~‡小の

備をホす｡衝撃†軋土笛12図にホすごとく各試料±も温度

が■ゾ;i･:なっても大差な1.､が,僅かながら大きくなる仰向

にあモ1｡しかして各温度を通じBが最も衝撃†正大きく,

ついでC,A,Dの順土なり,EがLl士も小さいっ

(占)耐酸化性

15mm∵内訳証-を10¢×20mm に成形し衣面をェメ

リー紙04まで仕l二げ経べンゾールおよびエーテルにて

沈澱して試料土した｡ニの試ポ=1を直径30mm,高ご 30

mmの磁性相場に入れ,管状竜:気炉にて温度を600,700

おょび800コCの三種に変え20∩購討まで加熱して化学天

秤にて酸化増量を秤量したっ この結果凌弟13図に示す.っ

なお試料:主あらかじダ)1,2000Cニ溶休化処押し,750〇C

に1時間時効したものを使用したウ ノ腑弘温鹿600こCの

論 第38巻 第3一ぢ･
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節11区1

Fig.11.
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試 験 混.度 と 放 と の 関 係

Relation betweenTestingTemperT

and Reduction of Area

.招ク

節12回

Fig.12.

ature

B十ゝ旦勿

オ玖/ 鹿野 彪ク

諭 告貪 J貫 ｢㌣〕

試験 温度 と 衝撃倍 と の 関 係

Relation between TestingTemper-

andImpact Value

が最も酸化増量少た∴,ついでE,A,Cの

枇'亘■ニニ･㌔りDが最も大きい｢700こC加熱の場合H600uC

り=熟の場.′γ土同様Bがゴ1とも酸化増量が少ないし っいで

E,A,D,Cの順三なる,しかLてCおよひDの酸化

増量H600~■Cの場合こ比し~拝し こ大±なる.二 800LC加

熱の場.′T:主Bが巌も酸化l'lが違少た･∴ ついてE,A,D

し7)帖±たり,Cが最も大き∴ その増量:1叶､トニ著Lい｡

以上プ)`ノ謂綿1i果よりⅤおよびTi;土耐酸化性を普しく

阻害するっ 持に Ⅴ ほ∴りL王たLく,また生じた酸化被

.1恨もこ王な:‡だしく粗餐でかつ地金±容易に剥離L耐酸化
件ニt一ⅤおよびTiほ行書なこ土がわかる｡

(7)クリープ限

試験機㍑先に詳細地鳥-した二∵∵∴拉大荷i一江2tの竪型

試鱗機で,伸洲忍~よマルチンス式エキステンソメーター

にて行った.⊃ なお各試料はあらかじめ1,2000C に溶休

化処理し,7500Cに1時間時効したものを用いた｡試験

温ノ斐｢王600,650および7000C cり3硝ヒL,クリープ眼

の決定パDVM法によって行った｡その結果を弟14図に

示す｡図二二示すごとく名試料±も試験温度の高くなるに

したが1)てクリープlリーミミ土低下する｡Lかして裾畠度を通

じAが最もクリープ眼前パ,つl;､でD,C,Eの順±なり

Bが混も低い｡したがってNi-Cr-Co系耐熱鋼匿クリ

ープ眼こ:宝Ti,Ⅴ,N2およびNbほ悪岩響をおよ沃■し

あか挿のR的以外にはその必要を認めない｡
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第131受l試験時間と酸化増景との関係

Fig.13.Relation between Testing Time and

Increase of Weight After Oxidation

〔ⅠⅤ｣結 言

以上の美醜結果を票甘い~る±一~)ぎの二､-二･∵左′∴

(1)Ni-Cr¶Co系耐熱妄岡の鍛対当三,時効硬度,鎖微㍍

組織,■晶丑機械的脚鰯,耐酸化叶お上びクリーノパ畑二

｣′;.よほすNb,Ⅴ,Tiわ上びN2の昔門㌣二/-いて王駆

を待った-

(2)鍛造性:二ごtNbが最も艮∴ てA(=妹元虻

を含まな-.､試料),Ti,Ⅴの順±二㌧りN2がノilも悪い｢

(3)時効硬貯ニ:壬N2が最もエフ響‡享LてJl一∫i･∴′~γ､てA,

Ⅴ,Ti,Nbし7)順土なら.-.

(4)組微お細lぷ茂ニ‡N2,Ⅴ,Tiミ手許し･こ;了を-㌍璧Lノ工∵

が,Nbン±添加パパ1∴fオースナイト結晶甘■(が:t′･1二こ主だ

し･て′トご▲::･去る._,

(5).宜昆=皿∴り二･:一生N2がノ†‡も艮･∴ 他び)言省プ亡｣′∴モ

700CC以上町温度二汀､て十L人∵･.≒ノない一 伸ニモNb

が｣■壱ヰ)1てミーてⅤが悪十一頃および衝撃†‥■■に:工伸!二州'l‡

Nbが最も艮･:N2｣‡最も悪い

〉--107
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第14図 試験温度とクリーブ限との関係(DVM法)

Fig.14･Relation between Testing Tempera･

ture and Creep Limit(DVM Method)

(6)耐酸化什ニー王NbがJl~･とも1■ミ･∴ついでN2,A,

●1､i ･＼●
･

(7)クリープ粧二こ‡井元嘉ヒも牒∬･‡準誓をおよぼすが

NbがJl‡も悪1〕

急お本研究パ通産省上州f究脚力金を交付されなされ

たもJγ~ご'あ㌫｢

終り∴臨立木守灘通行:二､一日援助Jれた永島,丙沼,

質札研究所貝こ礼法をか〕~ろ上土もこ終始実験に従事さ

わた川中康､l叫侶‥1杜摺の′フナを多二十る｡
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H種絶縁舶

H ClassInsulation Dry

船舶の動力,電灯を交流化

するこモは幾多の利.たがあ

り,電圧の昇降が変圧器の使

用によって自由こできるのて,

配電々圧を高くし,負荷点に

おいて所要の電圧:二逓降すれ

ば,船内配線の銅量を著しく

節減することができるなごの

特長があり,さらに変圧器を

乾式にすればごこにでも置く

ことができるのでこの特長発

揮を十分するこ土ができる｡

船舶においては振軌動揺,

傾斜,高温,高湿なご電気機

器,油入機器ことっての悪条

件が揃っている｡したがって

変圧器こおいても｢舶用_jの

特殊型が従来用いられていた｡日立

紹

用乾式変圧器

Type Marine Transformers

第1図

Fig.1.

Class

作所で製作してい

る珪素樹脂を使用したH種絶縁乾式変圧器は面寸鮒生,耐

湿性･耐薬品性のすぐれていることおよび小型,軽量で

あることによって,舶用としていつそう光彩を放つもの

である｡

(り 規 格

日立舶用変化器は

NK(日本海事協会規格)

ロイド(Lloyd's Resister of

AB(American Bureau of

刀1ノ､ずれにも合格するものである｡

第2図 舶用乾式変圧器,単相
15kVA

Fig.2.Front View of Marine

Transformer,H ClassInsula･

tion Dry Type,Single Phase

15kVA

Shipping)

Shipping)

舶 用 H 種 乾
Group of Marine

Insulation Dry Type

(2)走

指定通りこ

のである｡

一次電圧

二次電圧

周 波 芽七

第3図 舶 用 乾 式 変 圧 器

単相5kVA

Fig.3.Front View of Marine

Transformer,H Cla-SSInsula･

tion Dry Type,Single Phase

5kVA

式 変 圧 器

Transformers,

群
H

格

作するが,最亮一般的なものほ下記のも

230V またほ450V

l15V または230V

60へノ

第4区l端子ならびにタップ【の
配置

Fig.4.TerminalBoard
of

Marine Dry Transformer
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第5区l端 子 部

Fig.5.TerminalBoard of Marine

Dry Transformer

(3)構 造

舶用ヒしての特殊条件てある振動,動揺,高湿,高湿

に耐え,安全確実二稼動し,かつ寸 ,重量を軽減する

よう設計,製作して∴､モ〇｡

変｢E器l勺∴通気をけかつて冷却効果を挙げる防滴構造

を採り,端子貫通金物を構えて-.､る｡

絶縁油を便芳しないので,油面計1耕舶弁,呼吸器,

吸湿器が不用で構造㍑著しく簡素になり,抽入要J仁器に

比し.【有面積約35%,市量的40%少くなっている･)

(1)巻 線

導体こは無アルカリガラス繊維被覆の銅線,絶緑物に

:王ガラス･クロス,マイカ,アスベスト,磁器なご無機

材料を基材とし,珪素樹脂(シリコン)で処理してある0

さらこ短絡 故こも耐えるよナこ十分な機械的保持が胡

してある｡

一次巻線に上土定格電圧の上~Fiこ1筒ずつ計2箇のタッ

プが設けてあモニ〇っ

(2)手品;千 郡

函上酢二端子盤を置き~肯線端子ならびにタップを配列

している｡

導線引込H一周過金物は函ブ_)似Ij根上郡に設けてある｡

(3)接地端子

接地用の端子は外函~1ご部に設けてあろ｡

(4)補 用

補修を要する部分がないのでほとん土'~ニイこ肝~･∴■貫通金

物用のグランド･/ミッキン1組を添付してある｡

(4)特 長

(1)耐熱,耐湿,仙薬品性にすぐれ,舶用'二しての

紹

第1表 日立舶用H稜乾式変圧器の標準表

Tablel.Standard Ratings of Hitachi

H Class Marine Transformers

国
l ｣

l l

十

車

田

l

ゝ

皐

第6国 H種絶縁舶用乾式変圧器寸法区I

Fig.6.Dimensions of H ClassInsulation

Dry Type Marine Transformers

特殊条件に最適であるっ

過負荷二耐え信頼度が高い｡

小叩,軽量である｡

(4)構造が簡単で保守が簡易である｡

(5)fl_l_1を使っていな1.､ので汚れがないっ

(6)発火,爆尭なごの危険が少ない｡

(5)寸法,重量

寸沃,頚量は弟1表および第占図の通りである｡
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新型35W分相モートノし

New Type35W Split-Phase Motors

晶

昨年,200W,100W,65W分和モートルの=新型を発

表しみプノ血で圧倒11′りな好一津を戴いたが,これ∴引続いて

今回さ左∴新虻35W分村モートルを宣成L,二∴二=

立分柚モートル柑珊‡.t.の今津射市二わノ･二り,一冒しイニ新型

モートルヘの釘換を宣J′Lて飛躍‥勺立付性の向上一二′ト里

軽量化を達成Lた

今帖三成しイニ新型35W分佃モートル㍑頒叫吊拍量

るJ

特

(1)力が■.､/~)そう強くなった

長

新里㍑征来里上椚■川二か⊥りいJそ11甘上し,

Jl圭ノこfr川が1酎Jilした.

(2)温度_上昇が紙r.､.て

二

-
1

1■川三のr占=二,通軋ん`上しJ)改1■iノて王ご∴上り甘皮L二=･か

低ノニなり,最人用↓膵川仙‖二川▼モ←∵二触一里かき∴

(3)小型腔量てあ′〕_

こ~｢ユ州勺な.テ∫と.汁上=ト持付J-･j~ぐかJ二村本け~)仙川∴よ′一ニー

~ント里tli_た量こ二/ニイニ

(4)安全な備造て,jr.出城いカ雄月中て･あ′L｡.

聞狛通風里む腋l】L-∴i`津,イ=勧甘二′jこテ胤.種挨な二

絶縁旧型重量J的▲

貫練新型重量よ塘

節3図

Fig.3.

』 1
】J

l 】

日 立 35W 分 相 モ ー

第1図

Fig.1.

紹

一-ノ'み¢

新型35W分相モート ′L びト外観
Outside View of New Style35W

Split･Phase Motor

符-----------1 i
】 l l

l

銘廼 J･帽∴十
l

l

l

{畑
:長ト‡三iて

JJ:
トー一花-

ノ挽7--1･-

〝孔

ト
-1

ヨ苧
6
烏｣_

第2図 新彗竺35W分相モ ー

い ノLl一決図
Fig･2･Pimensions of New Style 35W

Split-Phase Motor

ノL r.1新 旧

Comparison of New and Old Type Hitachi35W

第4因

Fig.4.

Split-Phase Motor

日立分相そ 一

卜 ′LJ~)各機種(7Lこ上:j 35W,65W,100W,200W)

HitachiSpliトPhaseMotor(FromLeft=35W,65W,100W,200W)
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晶 紹

第1表 日 立 分 相

Tablel. Dimensions of

モ ー ト ル 寸 法 表

HitachiSpliトPhase Motor

箪5L瑠 新型35W分相-モートルの分解写真

Fig･5･PartsofNewStyle35WSplit-Phase

Motor

のノ､ろ倶が少く,三た槻内~叶転浩l;二二`ゲ斉易∴触れて‥二

_･二し-_-てきない一友二仝:ヒ†~】一行∵二な/}て1､ろ-｣納豆∴t特
選し′ユニポ←ルベアリング上俊秀なグリースを‖州L

∵∵ち仁=1之扱い,保′ホが拍車である.､

(5)寿命が良く,イ,‡栢J要がi高し､｡

最新しりすぐれノ~二村mを仲川し,また宗全克推服津田

が施してあ中仙混作∴㍍･~㍉ 三寿命が長く∴牲作二二■て

第 2 表 新 型 35W 分 相

Table2. Standard Ratings of

EFO

(6)

って(ヒ適切な品質㌍理をしているので,製品の信髄

痩∴土きわめて高くたって1.､る〔.

動用遠心ノノ闘閉器ジ)点検が容易である｡

起動川遠心力闘m■･ほ針.tモートル.尾端の別±;ミ∴ユートく‖')~

てあり,塵喫も/､r､ノず.甘検が`存易である｡

(7)外相がズL-い.=

近代感･党∴マッチしイニトトl′二組子■j′の意匠ご二･Lる_〕三しく

スマートな外拙ニ,すぐれフ7~二什性上さこも∵ぷ侶吏l卜り

装れをいつそ･うリト'.〔た1ヒと)｢,

寸言去ならびに仕様

第2図二新型35W分柑モートルJ〕寸法をホした｡な

わ第l象二二従来哩との比旺をイバ∵± 二い二,~参ぢ'~■~Eて

に小計坤ハニ1宣分困桂一ト′し肝裾.-,Jう､J▲法を一括して示

す

耕理35W分柚モートル･:揃∫述の上う｣二す十れたモー

トルてあり,家庭仰幾器,理化一丁機器,医療機器㌧ 小潮

-･言=J′メエ上'ぁL､)こ†)る

†-.三▲している｢

ト ′L 仕 様

二ろ∴｣吏= Lて満足のゆくもレ'〕上碓

New Type35W SpliトPhase Motors

1,3 ▽9-899



特許第216579号

HTD においてほ,

を強化-･｢ればする程す

大となるが一方このよ

で

■

-

/よ､

う

特 許

増 幅 型 発

の自励分巻巻線による励磁作用

ぉち同調をとる程,増幅作軌主

に同調をとこり曽幅率Aを向上す

る程その時定数Tほ増大し,それは同調率の増進に比例

的な傾向をもっているゥさらに一般こ増幅発電機の時定

数は制御界磁CF,帰還界磁BF,分巻界磁SFなど各

巻繰の時定数の和によって表わされるも〝)であるから,

自動巻線を有する型の増幅発電機では同調率を高める程

その増幅率Aは増大するが,時定数Tが同調率に比例す

る傾向があるため結局この種の増幅機において大である

ことを必要とされるA/Tの値はなんら改善されぬ理で
あるっ

本発明はこのような不利はすべてCFな･ご他動界磁に

よる磁束とSF自励界磁による磁束とが共通磁路を

するために生ずるものであることに着眼し,両磁束を相

互に鎖交し合わぬようにすることによって問題を解決し

たものである｡

図において1は電機子鉄心,2Aおよび2Bは1に対

向し軸方向に二分割された界磁鉄心,3Aおよび3Bほ

継鉄,4および5は端蓋,6は回 軸,7ほ電機子巻線を

示す∂ しかして2Aおよび2Bはそれぞれ3Aおよび

3Bに装着され,3Aおよび3Bは両者の間に非磁性介

装8を介して一体的に結合せられたものであるりこのよ

うに構成した2Aに自動巻線SFを巻装L,また2B

は制御,再生,乱調防止などの諸巻線CF,BFl,BF2 .～･-

/よ

どを巻装したもので,かくすることに上りSFの磁束は

2Aおょび3A土1の右万一部を経由するに対し,CF,

BFl,BF2などの磁乗は2Bおよび3Bと1の左方一部

を経由L,両磁路は互に戟然と分離されるからこれら独

立磁路上に別々に設けたSFとCFなどは相互に磁気的

新案第429997号

新 案 の

線 接 続 用

電線のプラスチック絶縁が普及するにつれて,従来広

く使屑されていた鉛被ケーブルとの置換が盛ん:二行われ

る傾向となっているが,この場合ケーブ′しの鉛被とケー

ブルのプラスチック被との間に接

い｡たとえば実際問題とし

とポリエチレン絶縁塩化ビ

｢′

が行われる機会が多

ほ紙絶縁鉛被通信ナープル

ル被覆通信ケープノLと力
続のごとくであるっ Lかるに鉛管上プラスチッ

相互接着は一般に丈くないものて,したがつ

強くてLかも湿気の入らたいも√)と1一るこ土

雑であったっ本案はこCり点に鑑.フ′咽に示ナよ

の端部一定の長さにわたキ)半田層2を設け,

ほ

う

ク管とJ)

機械的:二

非常∴囲

二二鉛管1

真申管3を

その上に半田付けL,3とどニル管5と♂_)問に特殊接着剤

4を介Lて加熱加圧Lたもげr･ごある｡特殊接着剤 Lて

はニトリルゴムと油溶性石炭酸樹脂上の混合物をメチル

の 紹 介

J爛l妻萱頓.Ⅲ.･顔穐姻欄
田 附 修

電 機(HTD)

第1図

第 2 図

干渉を受けることが少ない｡

したがってCF工作によって十分な同調をとっても,

それによって時定数が増すことほ著Lく抑制されること

になるから,増幅率大にしてしかも適応性高きHTDを

実現しうる｡

紹 介

(宮崎)

應撰さ‡Ⅰ箋箋主璽臨.密室な葦孟コ重囲肖1覆

大 竹 政 経

ス リ ー プ

ナトンそJ)他の溶剤で溶かLたもノ)を採用L,その上に

どニル管5を横合r･｢るに当ってはその以前こ接着剤中ソJ

溶剤を消散せLめるものであるっこのようにして按若さ

せろときは真申とど二′しとの接着力がどニルと鉛上のそ

れこ比して-一段と大であるこ上が手伝って大なる機械的

強度を発揮L,さらこ良好なる水密性を呈する｡(宮略)




